
新聞   犠 切'復元師 笹原 留似子

家族を亡くした経験のある子

どもたちの居場所、話せる場所

にステキな公園ができました。

その名も、『すリキズ公園』。

何もなかつた風景の一部に、

この『すリキズ公園』が少しで

も賑わいをもたらしてくれるこ

とを願つて作られました。亡く
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キズ"を作つて大きくなつてもらいたい、

公園です。
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:ない沿岸部で、あたたかい気持ちに

iなれる場1所です。
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約束
生きるって約束しましたね
青い空をながめながら指きりしましたね
失くした命の分を大切にして
生かされた命の分を大切にして
もつと生きたかつた人たちのためにも
生きると約束して下さいね
空の向こうにいった大切な人たちのためにも
生きると約束して下さいね
大勢の欠けがえのない命が散つてしまつたあの日
もつと生きたかつた命のあの日
残された私たちに命を預けて旅立った多<の人たちのためにも
生きると言つて下さいますね 約束ですね

今年も何もなかつたかのように桜が咲きましたc

でも、されいだねと言つてくれる人はもう隣りにはいません。
あの日遠くへ旅立ったたくさんの布
たくさんの命の中で生まれた命もある

1桜が咲<よ うに小さな命がこの世に生まれた

1歳月が流れれば哀しみはやわらぐと言うが

1命のあの日はこの先もずつとずつと消えない

:涙は乾いても闇いは心の中に
1泣けない衷しみをかかえて生きてゆ<のは重いが

1旅立った人は 少しずつ少しずつ軽くして
1生きてくれと叫んでいるかもしれない
|それがたつたひとつの願いです。
1生きて下さいと
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そんな願いの込められた
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震英前と同 じ運行場 PJ7を達 ぅ

■

も今年て最後

l  Fこあ嵐だ～「 L私はこの海
:風が大好きだ。あの日から3度目|

1_

の夏。大好きな七夕を見に子ども
たちと出かけてきました。夏の日
差しをやさしくやわらげてくれる
涼やかな風。“私たちのふるさこ
"そう実感させてくれる。水着の・

まま小学校のプールまで出かけた
と。Fァィスでも買つてこいやしし。 iノ ¬́
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～」といまだに家族の元 に戻らない祖父に言われ小銭を握 りしめ買

¶響ぎ:、ζ亀1色li窓忍種季程|

B寺 代を思い出させてくれま した。 |
しか し、目の前に広がる、ただ

|

ただ広く何もなくなつて しまつた
|

も、るさとを見ると「あんなことが
|

なければ、今もまた同 じようにア
i

イスを一緒に食べているはずなの |

に」と-0舜にして悲 しく苦 しい想 :

藉

東 日本大震災発生時の安置所に

於いて、津波で亡くなられた方の御

遺体復元という、お別れのお手伝い

をさせていただいた経験から、死の

中にある、皆さんが大切にされてい

ることを伝える機会をいただく授業

に、全国回らせていただいています。

授業後に皆さんから届いた感想文を

す。

中学生の女の子の感想文です。「私はお母さんを亡く しま した。

みんな に可衷そ うだ と言われ、自分はとても可哀そ うだと思 つて

いま した。ところが、今 日の授業で笹原さんは、「遺された家族は、

決 して可哀そうな人ではない」とみんなと違うことを言 つていて、

とてもシ ョックで した。でも、 シ ョックを受けた時に気が付きま

した。本当は、最愛の妻を亡 <したお父さんが、一番可哀そうな

のかも しれないと悪いま した。私は今、思春期です。(感想文に、

そ う書 いてあ ります)しばらくお父さんと話を していませんで し

たが、 自分のために一生懸命働いてくれてあ りがとうと思いま し

た。家 に帰 った ら久 しぶ りに、お父さんに優 しく してあげようと

思います。」

私たちのもヽるさと、大好きな街は、
今姿を変えている途中にある。新 し<
再生 している過程にある。そこには、
100人 いたら100通 りの想いが
る。笹原さんは言う。『亡くなつた方
いのちは、生きている人が輝かせて
げること。そして、忘れないこと。』私
は、またたくさんの人に支えらえて、母に会う日、その日まで生き

・喘議鈍ドPが
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あなたの隣にいた人の約束として たびびと
(宮城県出身 散歩人 )

～感想文から～

ご紹介させていただくコーナーで

景`賀雫ξtttttF響琴醸職■嘔[奎■摯 Fヽ
いに呼び戻されました。

ていく。 (陸前高田市出身 靴屋のゆきのちゃん)

国匡□目
「いのち新聞」へのお手紙や活動資金のご寄付、ありがとうございました。ようやく第 3号の発行となりました。

お問い合わせ先

〒0240024岩 手県北上市中野町 2丁 目 28-23
株式会社 桜 内  「いのち」新間編集部係

☆お電話での問い合わせはご遠慮願います。

ご支援 。ご寄付のご案内

北上信用金庫 東支店 □座番号 0103488
預金種類 普通預金 □座名称 いのち新間

代表 笹原 留似子
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